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統計的探究活動の展開が重視されていることを踏まえ，情報科での統計的探究学習の展開可能性に

ついて，データ分析以外の段階に焦点を置いて考察した．情報科の教科書の分析の結果，統計的探究

プロセスにおける問いの設定と結論の報告の段階に関する内容が，情報科の教科書からは十分に確認

できず，情報科での展開は難しいことが示唆された． 

 

１．統計教育における統計的探究学習 

学校における統計教育では，生徒がデータを分

析することに取り組む活動がよく見られる．しか

し，統計教育の目的は生徒が単に与えられたデー

タを分析できるようになることだけではない．諸

外国では，データを活用して解決できそうな統計

的な問いを自身で設定し，データを収集して分析

し，結果を解釈して結論を他者へ伝えることがで

きるようになるようにカリキュラムが編成されて

いる(Bargagliotti et al. 2020(1)など)．このように自

身で問いを設定するところから結論を述べるとこ

ろまでの一連の過程は，統計的探究サイクルとし

て表現されてきた．つまり，生徒は統計的探究サ

イクルに沿って，データ分析以外の活動にも従事

するのである．これまでいくつかのサイクルが示

されてきたが(Gould et al. 2016(2)など)，いずれも，

問いの設定，データの収集，データ分析，結論の

報告という 4 つの段階で構成されていることは共

通している．本研究では，この統計的探究サイク

ルに沿ってデータを扱う学習を，統計的探究学習

と呼称する． 

現代のアクティブラーニングや体験的な学習環

境での今後の統計教育のカリキュラムの特徴の一

つに，統計的探究サイクル全体の実施が挙げられ

ている(Pfankuch 2018(3))．では，日本の高等学校

段階では統計的探究学習が十分に展開できるのだ

ろうか．現在，高等学校の統計教育は数学科と情

報科が連携して展開しているが，情報科では統計

的探究学習が展開できるのだろうか．本研究はこ

うした疑問を起点として，情報科での統計的探究

学習の展開可能性を議論の対象とする． 

 

２．統計的探究学習におけるデータ分析以外

の段階への着目 

ここで注目したい点は，統計的探究学習ではデ

ータ分析の段階以外も，非常に重要視されている

ということである．Davidson (2024)(4)は，統計的

探究学習を通して生徒が自身で調査を実施するこ

とに，複数の利点(自身で問題を設定することで興

味やモチベーションを高めることができること，

データを自身で収集することでデータ収集の複雑

さを体験できること，他者へ結果を伝えることで

自身の活動をリフレクションできることなど)が

あることを主張した．こうした利点は，データ分

析の段階だけ取り組んでも十分に得られないだろ

う．また，サイクルの各段階の活動はそれぞれ密

接に関連していることからも，データ分析以外の

段階の重要性がうかがえる．生徒自身が適切な統

計的な問いを立てて，妥当な方法でデータを収集

するからこそ，データ分析の段階の活動が充実す

るのである． 

そこで本研究では，情報科での統計的探究学習

の展開可能性について，データ分析以外の段階に

焦点を置く．そして情報科の教科書の分析を通し

て，情報科の統計的探究学習の内容を整理し，展

開可能性を述べる． 

 

３．教科書の分析の方法 

 まず先行研究(Leavy and Frischemeier 2022(5)な

ど)を参考に，統計的探究学習におけるデータ分析

以外の段階での学習内容を整理した．この結果，

問いの設定の段階は，問いの区別，変数の明確さ，

調査価値・興味など 8 種の内容で構成された．デ

ータの収集の段階は，データの収集方法，標本の

代表性とばらつき，適切な質問文，バイアスや倫

理的懸念，データの整理といった 5 種の内容で構

成された．結論の報告の段階は，データストーリ

ー，結果の信頼性や妥当性の 2 種の内容で構成さ

れた． 

 次に，これらの内容に関連する情報科の教科書

の記述を抄出した．統計の用語ではなく文章に着

目し，先述した各内容に関連すると筆者が判断し



た記述を抄出するようにした．対象の教科書は情

報Ⅰの教科書 3冊(教科書番号は 702，705，710 で

いずれも 2022 年発行)と情報Ⅱの全ての教科書

(計 3冊でいずれも 2023年発行)である．情報Ⅰの

「情報通信ネットワークとデータの活用」と情報

Ⅱの「情報とデータサイエンス」に該当するペー

ジを，分析の範囲とした． 

 

４．教科書の記述と背景の検討 

まず問いの設定の段階に関する 8 種の内容につ

いては，どの内容も記述が確認できなかった． 

次に，データの収集の段階については，5 種全

ての内容について記述が確認できた．データ収集

の方法，標本の代表性とばらつき，適切な質問文

に関する内容は，これらを理解したり留意したり

する必要性とともに記述されていた．バイアスや

倫理的懸念に関する内容は情報Ⅱの教科書のみ記

述が確認できたが，誰の利益のためにデータを収

集するのかという倫理的な事項や調査目的を回答

者に示す理由などに関する記述は確認できなかっ

た．データの整理に関する内容については，情報

Ⅰの教科書では欠損値や外れ値の確認を中心に記

述されている一方で，情報Ⅱの教科書ではこれら

の値を特定する具体的な方法が記述されていた． 

 最後に，結論の報告の段階については，結果の

信頼性や妥当性に関する内容が，データの誤った

解釈に繋がる可能性とともに記述されていること

が確認できた．一方で，データストーリーに関す

る内容の記述は確認できなかった． 

 なぜこれらの内容の記述が確認できなかったの

かについて背景を検討したところ，高等学校学習

指導要領解説情報編(6)の記載事項と情報科の授業

時数という 2 点が考えられた．前者の具体的な背

景としては，統計的な問いの設定が完了している

ことが前提であること，データを問題の解決に活

用するという文脈において問題を誰が設定するの

かが不明確であること，分析結果を報告する方法

が明示されていないことなどが挙げられた． 

 

５．情報科での統計的探究学習の展開可能性

の考察 

統計的探究プロセスにおける問いの設定と結論

の報告の段階に関する内容が情報科の教科書から

は十分に確認できなかったため，諸外国で重視さ

れているような統計的探究学習を情報科で展開で

きる可能性は高いとは言えない．もちろん教師が

授業時数を多く確保し，今回記述が確認できなか

った内容について熟知しそれらを授業に取り入れ

ていくことで，学習を展開できる可能性は大いに

ある．また，教科書から十分に記述が確認できな

かった内容については，数学科や総合的な探究の

時間などとの連携を通して教科等横断的に統計的

探究学習を展開していくことも考えられる．しか

し，プロセスにおけるデータの収集の段階に関す

る内容の中には，情報Ⅱのみで扱う内容もあるこ

とを踏まえると，情報Ⅱと他教科等の活動の連携

というカリキュラムの課題が生じてくる． 

今後は，実際の授業やクロスカリキュラムによ

る活動の事例をもとに，統計的な問いの設定やデ

ータストーリーを意識した結論の報告の活動をど

のように高等学校の統計教育に組み込むことがで

きるのか(もしくはできないのか)について考察し

て，展開可能性を探っていきたい． 
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